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第４章 食物アレルギー事故発生時の緊急時対応 

 

アレルギー疾患の緊急時に適切な対応をするためには、日頃からの準備と緊急時に適切

に行動できるようにするための訓練が必要です。日頃からの準備は、食物アレルギー対応委

員会の中で行います。緊急時に適切な行動ができるようにするため、緊急時対応マニュアル

の整備をすること、緊急時にしなくてはいけないことを予め整理をし、役割分担ができるよ

うに全教職員が理解すること、行動ができるように定期的に訓練することが必要です。 

 

＜対応の手順＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市立幼稚園・学校におけるアレルギー疾患対応マニュアルより抜粋 

①ただちにエピペン○Ｒを使用する 

②救急車を要請する（119番） 

③その場で安静にする 

④その場で救急隊を待つ 

⑤可能なら内服薬を飲ませる 

１ アレルギー症状への対応の手順 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エピペン○Ｒを使用し 10

～15 分後に症状の改善

が見られない場合、次の 

エピペン○Ｒを使用する 
 

Ｆ 症状チェックシート 

発見者が行うこと 

①子どもから目を離さない、一人にしない 

②助けを呼び、人を集める 

③エピペン○Ｒと内服薬を持ってくるよう指示する 

アレルギー 

症状がある 
（食物の関与が 

疑われる） 

原因食物を 

食べた 
 
（可能性を含む） 

原因食物に 

触れた 
 
（可能性を含む） 

アレルギー症状 

Ａ 園・学校内での役割分担 

緊急性が高いアレルギー症状はあるか？ 
５分以内に判断する 

■全身の症状        ■呼吸器の症状 
・意識がない  ）     9 ・声がかすれる 
・意識もうろう         9・犬が吠えるような咳 
・ぐったり      9    ・のどや胸が締め付けられ 
・尿や便を漏らす 9        る 
・脈が触れにくい      ・持続する強い咳き込み 
  9    又は不規則       ・息がしにくい 
・唇や爪が青白い・紫色   ・ゼーゼー、ヒューヒュー 

      

■消化器の症状        ■皮膚の症状 
・腹痛             ・かゆみ 
・吐き気・おう吐        ・じんま疹 
・下痢             ・赤くなる 
 
■顔面・目・口・鼻の症状 
・顔面の腫れ 
・目のかゆみや充血、まぶたの腫れ 
・くしゃみ、鼻水、鼻づまり 
・口の中の違和感、唇の腫れ 

Ｂ 緊急性の判断と対応 [B-1参照] 

ない 

Ｄ 救急要請のポイント 

Ｅ 心肺蘇生とＡＥＤの手順 

心肺蘇生を行う 

反応がなく 
呼吸がない 

Ｃ エピペン○Ｒの使い方 

内服薬を飲ませる 

保健室又は安静にでき

る場所へ移動する 

５分ごとに症状を観察

し、症状チェックシー

トに従い判断し、対応

する 
緊急性の高いアレルギ

ー症状の出現には特に

注意する 

Ｂ 緊急性の判断と対応 [B-2 参照] 

エピペン
○Ｒ
が 2 本以上ある場合 

反応がなく 

呼吸がない 

ある 

Ｃ エピペン○Ｒの使い方 
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発見者「観察」 
 

□教職員Ａ・Ｂに「準備」「連絡」を依頼 

□管理者が到着するまでリーダー代行となる 

□エピペン○Ｒの使用又は介助 

□薬の内服介助 

□心肺蘇生やＡＥＤの使用 

 

 
 
 
 
◆各々の役割分担を確認し、事前にシミュレーションを行う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ  園・学校内での役割分担 

管理・監督者 

（園長・校長など） 
 
□現場に到着次第、 

リーダーとなる 

□それぞれの役割の 

確認及び指示 

 （ ）119番通報  

（ ）エピペン○Ｒの準備   

（ ）ＡＥＤの準備 

（ ）内服薬の準備 

 （ ）保護者への連絡 

 （ ）さらに人を集める 

（校内放送など） 

（ ）記録 

□エピペン○Ｒの使用又は介助 

□心肺蘇生やＡＥＤの使用 

  

発見者「子どもの異常に気付く」 

 
□子どもから離れず観察、声がけをする 

□助けを呼び、人を集める 

（ ）大声又は、他の子どもに呼びに行かせる 

（ ）内線電話や携帯電話に応援を要請する 

   （救急車及びエピペン○Ｒ・ＡＥＤの準備を含む） 

教職員Ｂ（養護教諭など） 

「準備」 
 

□「札幌市立幼稚園・学校にお 

けるアレルギー疾患対応マニ 

ュアル」を持ってくる 

□（提出されている場合）「管 

 理指導表」を持ってくる 

□エピペン○Ｒの準備 

□ＡＥＤの準備 

□内服薬の準備 

□エピペン○Ｒの使用又は介助 

□心肺蘇生やＡＥＤの使用 

 

教職員Ａ「連絡」 
 

□救急車を要請する 

（119 番通報） 
□管理者を呼ぶ 

□保護者への連絡 

□さらに人を集める 

（校内放送など） 

教職員Ｃ「記録」 
 

□観察を開始した時刻を記録 

□エピペン○Ｒを使用した時刻 

を記録 

□内服薬を飲んだ時刻を記録 

□５分ごとに症状を記録 

教職員Ｄ～Ｆ 

「その他」 

 
□他の子どもへの対応 

□救急車の誘導 

【発見者が子どもである場合に備えて】 

子どもに対し、８ページの「アレル 

ギー症状」を理解させるとともに、ア 

レルギーと思われる症状から体調に異 

常のある友人に気付いた場合には、周 

囲の教職員に知らせることを日頃から 

指導しておく 

発見者以外に複数の教職員が対応する場合 発見者以外に誰もいない場合 

発見者 
 

□救急車を要請（119 番通報） 

□エピペン○Ｒの使用又は介助 

□心肺蘇生やＡＥＤの使用 

    

【教育委員会あて報告】 

・「アナフィラキシーのような重篤な

症状の発生」又は「エピペン○Ｒを注

射した場合」、「救急搬送した場合」 

   → 教育推進課保健係  

        （℡211-3841） 

・「給食由来のアナフィラキシー発症 

（誤食を含む）」 

→ 学校給食課栄養指導担当 

        （℡211-3713） 

※エピペン○Ｒ・ＡＥＤ 

・内服薬等の準備 

や使用については、 

学校ごとに教職員 

の役割を分担して 

おく 
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◆症状は急激に変化することがあるため、5 分ごとに、注意深く症状を観察する 

◆    の症状が一つでもあてはまる場合、エピペン○Ｒを使用する 

 （内服薬を飲んだ後にエピペン○Ｒを使用しても問題ない） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ  症状チェックシート  

観察を開始した時刻（  時  分） 内服した時刻（  時  分） エピペン○Ｒを使用した時刻（  時  分） 

□のどや胸が締め付けられる   

□声がかすれる         

□犬が吠えるような咳      

□息がしにくい 

□持続する強い咳き込み 

□ゼーゼーする呼吸 

全身の 

症状  

□ぐったり           

□意識もうろう         

□尿や便をもらす        

□脈が触れにくい又は不規則  

□唇や爪が青白い・紫色     

呼 吸 器

の症状  

□持続する強い（がまんできな 

い）お腹の痛み 

□繰り返し吐き続ける 

□数回の軽い咳 

消 化 器

の症状  

□中等度のお腹の痛み 

□1～2回のおう吐 

□1～2回の下痢 

□軽いお腹の痛み（がまんで 

きる） 

□吐き気 

目・口・

鼻・顔面

の症状  

□顔全体の腫れ 

□まぶたの腫れ 

□目のかゆみ、充血 

□口の中の違和感、唇の腫れ 

□くしゃみ、鼻水、鼻づまり 

皮 膚 の

症状  

□強いかゆみ 

□全身に広がるじんま疹 

□全身が真っ赤 

□軽度のかゆみ 

□数個のじんま疹 

□部分的な赤み 

上記の症状が 

一つでもあてはまる場合 

一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合 

①ただちにエピペン○Ｒを使用する！ 

②救急車を要請する（119 番通報） 

③その場で安静を保つ 
・声がけをしながら観察する 
・立たせたり、歩かせたりしない！ 

 背負ったりしない！ 

（やむを得ず移動する場合は担架を使用 

する） 

④その場で救急隊を待つ 

⑤可能なら内服薬を飲ませる 

ただちに救急車で 

医療機関へ搬送 

①内服薬を飲ませ、エピペ 

ン○Ｒを準備する 
（症状が明らかに進行性であり、 

エピペン○Ｒを携行していない 

場合は救急車を要請する） 

②速やかに医療機関を受診す 

る（救急車を要請も考慮） 

③医療機関に到着するまで 5分

ごとに症状の変化を 

観察し、  の症状が一つで

もあてはまる場合、エピペン○Ｒ

を使用する 

速やかに 

医療機関を受診 

①内服薬を飲ませる 

②少なくとも 1時間は 

5分ごとに症状の変 

化を観察し、症状の改 

善がみられない場合 

は医療機関を受診す 

る 

安静にし、 

注意深く経過観察 

Ｂ 緊急性の判断と対応 [B-2 参照] 


